












要約：小児心身症の実態解明の参考資料とするため、大学病院小児科の心理専門外来を受

診した心身症患児の受診状況の検討を行った。1979 年 11 月から 1992 年 12 月までの 13

年 2 か月間の間に自治医科大学小児科の心理外来を初診で受診した患児は 1893 人おり、

その中で 15 歳以下で狭義の心身症あるいは心因性の身体症状に該当する患児は 363 人、

19.2%であった。この 363 人中、狭義の心身症に該当すると判断された患児は 143 人、39.4%、

完成された心身症状態は示さず身体症状の訴えを中心としたものは 220 人、60.6%であっ

た。経過では、約 80%の患児では何らかの改善がみられていた。狭義の心身症に該当する

患児は、心理専門外来受診児全体の中ではその 7.6%と多くはなかったが、心理専門外来

受診児中、身体症状を主とする患児の中ではその約 40%を占めていた。このことは、小児

科であっても、多彩な心理的問題に対応している場では狭義の心身症に該当する患児の割

合はそれほど多くはなく、一方、心理的背景を持つ身体症状を主として扱っている場では、

心身症患児の割合が半数近くになることをうかがわせるものであった。このことは、また、

心理疾患への専門外来が少ない小児科においては、その診療機関の対象患児の特徴により、

心身症の実態調査の結果、特に心身症患児の占める割合が大きく異なってくる可能性を示

唆するものと思われた。


